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　当科は、周産期、生殖医学、婦人科腫瘍、女性医学など
の疾患分類が多岐にわたり、幅広い診療を行っております。
周産期部門では、小児科との連携のもと、近隣施設からの
ハイリスク症例などを極力収容できるように努めておりま
す。また助産師外来や出産準備クラスなどを設置し妊婦に
身近に接していける環境も整備しつつ、今後は正常分娩件
数の増加にも力を注いでいく予定です。
　婦人科疾患に関しては、他施設では取り扱い困難な症例
に対しても、根治を目的とした広範囲な外科的切除やその
反対の低侵襲手術にも積極的に取り組んでおります。従来
の腹腔鏡下手術のみならず、近年国外で普及しつつあるロ
ボット手術を婦人科領域において先駆けて導入し、国内で
はトップの症例数を誇っております。
　生殖医学部門では、近年症例数の増加もあり、新病院に
おけるリプロダクションセンターの設置とともに生殖医療
部門の充実化も進めていく予定です。
　その他、女性医学系疾患である骨盤臓器脱に関する腹腔
鏡下手術や放射線科との連携による子宮筋腫や周産期出血
に対する子宮動脈塞栓術にも取り組んでおります。

１）外来診療体制と実績 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　午前中は産科 1診と婦人科 3診の体制で、対応してお
ります。午後は婦人科系では、骨盤臓器脱外来、不妊症
外来、子宮鏡検査外来、コルポスコープ外来、腫瘍外
来、子宮頸癌細胞診外来、周産期系では妊婦超音波外来
やハイリスク妊婦外来など特殊外来を中心に展開してお
ります。初診患者数3,000名／年、外来患者件数はのべ
35,400名／年を超えております。近年は地域ばかりでな
く他道府県からの紹介もあり、近年はアジアなど諸外国
からの希望者も来院しつつあります。

２）入院診療体制と実績 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　9階東病棟を周産期センターとして、9階西病棟を婦
人科病棟として年間約600件の分娩数と約1,000件にお
よぶ手術、のべ2,300件を超える入院件数の診療を行っ
ております。
　従来より悪性疾患に対する低侵襲性手術や進行例に対
する広範囲切除術など手術療法や抗がん剤治療、放射線
治療といったあらゆる治療に対応していることに加え、

2016年4月からに婦人科領域では子宮頸癌に対するロボ
ット手術の先進医療を行っている事より悪性疾患症例数
が年々増加しております。
　良性疾患についても、機能温存を目的とした低侵襲性
治療を心掛けております。
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